
次亜塩素酸水は除菌・消臭効果、保存性に優れ、

皮膚への刺激を抑えた「中性電解水」です。

除菌

次亜塩素酸は塩素系

消毒剤の中でも最も

除菌効果が高く

一般的な細菌・ウイ

ルスのほか、薬剤耐

性の高いノロウイル

スなどにも除菌効果

が期待できます。

消臭

アンモニア臭や雑菌

臭を原因物質から

分解・除去します。

長期保存可能

常温密閉で約三か月

間ご使用いただけま

すので「すぐに使

う」と焦りや「使う

前に振る」といった

手間も不要です。冷

蔵庫等で保管する必

要もございません。

安心・安全

高い消臭・除菌効果を

保っているのに原材料は

「食塩」と「水」だけ。

液性が中性のため手や肌

への刺激も少なく、ペッ

トやお子様が舐めても安

全です。

口に含んでも安全

除菌・消臭に



電解水とは水を電流で分解してできる水溶液の総称です。

それらは「強酸性」「弱酸性（微酸性）」「中性」などに

分けられ、それぞれに特色があります。

強酸性は殺菌作用が優れているため医療現場を中心に使用されていますが、環境汚染の懸念や

金属を腐食させてしまうデメリットがあるので用途が限られてしまいます。

逆に弱酸性の場合そのデメリットは緩和されますが、それでも金属腐食の難点は残ります。

そんな強酸性・弱酸性の欠点を補う電解水として注目されているのが「中性電解水」です。

電気分解により生成される次亜塩素酸により強い殺菌作用を発揮します。

さらに長期間維持することが可能です。

次亜塩素酸は次亜塩素酸ナトリウムに比べ数１０倍の除菌効果を持つとされています。

金属への腐食度合も強酸性・弱酸性より穏やかであるのが中性電解水の特長です。

次亜塩素酸水とはそんな中性電解水を用いた除菌・消臭用のお水です。

電気分解より生成された次亜塩素酸によりウイルス等の微生物に即効性があり、効果を発揮した

後は分解して希薄な食塩水に戻るので人体・環境には優しく、簡易・多用途に使用できます。

「次亜塩素酸水」ってなに？



「次亜塩素酸水」の使用例

手洗い・うがい・口臭予防
・口腔内のすすぎやうがいに
・口臭・虫歯予防に次亜塩素酸水で口の中を拭くまたは歯ブラシをする

インフルエンザ・ノロウイルス等の感染予防
・石鹸でよく洗う→次亜塩素酸水でうがい
・吐瀉物からの感染防止

→吐瀉物を片付けた後に次亜塩素酸水をスプレー
・日常空間を次亜塩素酸水での拭き掃除やスプレーの散布

キッチン周りの除菌消臭、その他
・食器・調理器具の洗浄（まないた・包丁・水切りバットなど）
・スポンジ・布きんの付け置き除菌
・消臭（排水溝・三角コーナー・ゴミ箱）
・布製の家具の消臭・除菌
・空気中の気になる臭いの消臭

より効果を得る為に、

水道水でよく洗浄した

後に次亜塩素酸水を

ご使用することを

お勧めしています。

「中性電解水」は有機物と接触すると、

徐々に希薄な食塩水に戻ってしまいま

す。そのため除菌対象物の「汚れ」は

事前に除去した上でご使用ください。

「中性電解水」は微量の食塩を含み

ます。腐食予防のため金属製品の長

時間の接触は避け、接触後は水道水

で洗浄いただくことをお勧めします。

本製品は医療機器では

ございません。

●ご使用上の注意点



「次亜塩素酸水」消臭効果について
～各臭気物資に対する次亜塩素酸水の有効性～

・細菌由来の腐敗臭や食品由来の臭気対策に即効性

・根本から臭気を分解するため、乾燥後に臭いが再発しない

・除菌効果もある事から臭気発生源である微生物処理にも有効



次亜塩素酸水と他の消毒薬との比較

現在病院をはじめとしてよく使われている消毒薬の

特徴をまとめ、次亜塩素酸水との比較を行いました。

この表からも次亜塩素酸水の有効性、使い勝手の良

さをお分かりいただけると思います。



●強酸性水（精製直後）

□次亜塩素酸

→ 8割

□塩素ガス

→ 2割

□次亜塩素酸

→ 減少

□塩素ガス

→ 増加

●中性電解水（精製直後）

□次亜塩素酸

→ ほぼ１０割

□塩素ガス

→ 希少

□次亜塩素酸

→ ほぼそのまま

□塩素ガス

→ 微量増加
※界面付近でガス

化が誘発され、

水中の次亜塩素酸

濃度が低下する。

※ガス化の反応

が少なく、安定

して水中にとど

まる。

塩素臭が少ない

各種電解水との比較表

次亜塩素酸


